






















































キーワード：小学校学習指導要領国語(elementary school government guidelines for teaching 　　































































































































































































































































































































































































大熊徹・片山守道・ 工藤哲夫  「子どもが生きる国語科学
習用語」東洋館出版社　2013
• 柳谷直明  「＜学習用語＞の＜カテゴリー化＞で国語
学力を育てる」明治図書出版株式会社　2004
• 国語教育研究所（編）「国語教育研究大辞典」明治図
書出版株式会社　1988
• 文部科学省「小学校学習指導要領解説国語編」東洋
館出版社　2008
• 光村　国語　小学校国語科用1年～ 6年　2011光村図
社会科に関心の高い担任の学級が＋27%高かっ
た。これらのことから、学習機会の増加や他教科
との関連指導が効果的と考えられる。
・６学年
　「推敲
こう
」は、本文中に、「推敲
こう
　読み返したり、
人に読んでもらったりして、よりよくする。」と、
言葉の説明があり、その後に記述・推敲の例が提
示されている。5年生までは、視点を持たせて「読
み直しましょう。」「書き終えたら確かめましょ
う」等の具体的な指示で学習が行われてきてい
る。また、日常生活では耳にしない言葉である。
難しい言葉という調査結果からも、全教科の学習
で「推敲」という言葉を使用していくことが必要
と考えられる。
（3）まとめ
　各学年の調査語句の平均理解度は、全学年で
80％以上、6年生では89%である。この結果から、
小学校における国語の学習の理解に必要な語句を
習得していると判断できるだろう。また、調査校
における25年度全国学力・学習状況調査におけ
る[国語Ｂ：主として活用]の平均正答率が全国
平均より＋8.1%だったことから、国語の学習の
理解に必要な語句を習得し活用していると考えら
れる。また、[算数B：主として活用]の平均正答
率が全国平均より＋8.8%だったことから読解力
との関連も予想される。
　国語教科書上に、「学習に用いる言葉」として
提示し、児童には身に付けるべき大切な語とし
て、教師には取り立て指導の必要な語としてアピ
ールしたことが、理解につながっていると考えら
れる。
　調査語句89語をのうち、児童にとって易しい
語句、言いかえれば身に付いている語句と考えら
れる語句は31語 ,児童にとって難しい語句で定着
しているとは言い難い語句は１７語だった。易し
い語句は、初出の後も学習の中で日常的に使用す
る語や他教科の学習でも使用する語に多く見られ
た。また、学年が進むにつれて理解度が高くなる
語が多く、繰り返し学ぶ効果が伺える。
　それぞれに対して平均理解度は高くても、学年
や学級における理解度に大きな差があらわれる言
葉が見られる。「学習に用いる言葉」においても、
個々の教師の恣意的な見解や解釈による指導や国
小学校国語科学習用語の理解状況調査と考察
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書出版株式会社
• 光村図書出版株式会社「小学校国語ワークシート集
１年～６年」光村図書出版株式会社　2011　
• 成田雅樹「小学校国語科専門用語の理解度調査と考
察」秋田大学教育文化学部研究紀要　2005
＜注＞
１）光村図書出版　国語3上　P45
２）「国語教育研究大辞典」　国語教育研究所編　P306 
３）「子どもが生きる国語科学習用語」編著　大熊徹 片山
　 守道 工藤哲夫　東洋館出版社　P5
４）「＜学習用語＞の＜カテゴリー化＞で国語学力を育て　
　 る」著　柳谷直明　明治図書　P27
